
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開および評価方法について 

 

  

 

 

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向

けた授業展開 

１・１ 工夫 

１・１・１ ICT機器を用いた授業展開 

ICTなどを活用することで、教師が生徒一人ひ

とりのノートを見て理解度を図らずとも、全体

を把握することができた。その結果、理解度が

低い生徒に時間を割くことがき、結果的にクラ

ス全体として深い学びにつながったと考える。 

 下記に使用した ICT機器及びシステムなどを

紹介する。 

１)manaba 

 アンケート及びレポート機能など、提出物の

チェック及び小テストなどの自動採点すること

ができる。 

 授業内では理解度を図るために使用した。使

用することにより、「個々の理解度の確認」を行

うことができる。その結果、理解度の低い生徒

を重点的に教えることができる。また、解説に

あまり時間を割けない場合は、集計データを確

認したうえで、正答数の割合が低い部分のみを

解説することとした。(図-1) 

 

 

 

 

 

図-１ manaba採点画面 

 

２）MetaMoji 

 リアルタイムで生徒の作業状況を確認しなが

ら、授業にあたることができ、一目で何に躓い

ているのかを把握することができる。 

 授業の中では、流れ図の範囲で使用をした。

リアルタイムで指導にあたることができるた

め、個々の学習スピートを確認しながら、授業

展開することができた。（図-2） 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ MetaMojiモニタリング状況 

 

３）プロジェクター 

 ホワイトボードに教科書やワーク・MetaMoji

の画面などを投影し活用した。板書だけでな

く、プロジェクターで教科書やワークのデータ

を投影しながら、説明をすることで分かりやす

い授業展開を心掛けた。また、プログラムの範

囲では、実際に BASICプログラムを作動させ投

影することで、プログラムの動きを確認させる

ことができた。（図-3） 

 

 

 

 

 

 

図-３ プロジェクターを活用した授業(BASIC) 

 

１・１・２ グループワークの実践 

 単元ごとに少なくとも１回は主体的な学習に

繋げるために、グループワークを実施した。６

人または５人１組で、書記と発表者と司会進行

役を決定させ課題に取り組ませた。また、グル

ープワークができないような単元においては、

ワークや問題を解くときに、グループを作成し



一人ではなくチームで学べる時間を創出した。 

 

 

 

 

 

図-４ グループワークの様子 

 

１・２ 課題 

 １・２・１ICT活用について 

 ICT活用の授業における問題点は下記のとおり

である。 

１）人為的問題 

・タブレットを忘れる（充電していない） 

・更新プログラムが作動し使用できない 

・ログインパスワードを忘れる 

２）環境的問題 

・回線が込み合っているためか、フリーズしタ

ブレットを操作できない（特に MetaMoji使用

時） 

３）情報端末の利用における問題 

・特に１年次はタブレットに慣れておらず、基

本操作からの説明になるため、授業時間が削ら

れる（２学期以降は円滑となった） 

１・２・２グループワークの実践について 

 グループワーク実践における問題点は下記の

とおりである。 

・通常授業よりも時間がかかる 

・個々の理解度を図ることは容易ではない 

１・２・３今後の授業について 

 ICT活用やグループワークの実践により、生徒

が「主体的・対話的で深い学び」に繋がるよう

工夫を凝らしてきた。問題点は多いものの一つ

ひとつ丁寧に、授業を実践することで改善して

いくと考える。 

ICTを用いた授業展開では、タブレットが授業

開始と同時に使用できないと、授業時間の損失

に直結し、生徒の学ぶ時間を奪いかねない。そ

のため、日頃から授業を万全に受けられる体制

になるよう、声掛けを行う必要があると考え

る。 

 グループワークについては、時間はかかるも

のの生徒の主体的な学習を促すためにも必要不

可欠である。授業時間に支障をきたさない範囲

で、今後もグループワークを展開していく。 

 それぞれの工夫点において、利点と欠点が存

在している。しかし、ICTの活用であれば、時間

短縮が可能になり、その余裕ができた時間で主

体的な学びを実践する。また、グループワーク

で理解度を把握しづらいのであれば、ICTを活用

するなど、双方を補い合うような授業計画を組

み込むことができれば、現状よりも効率的で、

我々が目指す授業実践を遂行することができる

と考える。 

２ 評価及び評定 

２・１・１ 評価の結果を評定に落としこむ

方法 

 工業情報数理では３観点の割合を以下のとお

りとした。 

〇知識・技術 ３５％ 

〇思考・判断・表現 ３０％ 

〇主体的に学習に取り組む態度 ３５％ 

２・１・２評価方法 

１）知識・技術について 

 定期考査及び課題考査の点数 

２）思考・判断・表現について 

 定期考査の点数 

３）主体的に学習に取り組む態度 

 小テストの点数及び提出物（ノート・ワー

ク）授業態度 

２・１・２評価から評定変換方法 

３観点については下図のとおりとした。 

 

 

 

 

 

図-５ 観点別評価方法 

※A：７０％以上  B：２０～６９％ C：２０％未

満 



最終評定については下記のとおりとした。（全

体割合からの評価） 

５：９０％以上 

４：７０～８９％ 

３：５０～６９％ 

２：５０％未満 

１：テスト未受験・定期考査にて再試験対象 

となった場合 

２・２ 評価における課題及び考察 

 ３観点の内「知識・技術」、「思考・判断・表

現」部分は定期考査や課題テストの点数で評価

をした。この２つの観点については授業毎の評

価ができていない。今回ルーブリックなど評価

基準を細かく規定することができず、どのよう

に決めていくかなど、担当者間において擦り合

わせすることができなかった。そのため、上記

の２観点については、考査の点数のみの評価と

なってしまっている。 

今後は授業中に評価できるポイントを明確に

するために、担当者同士で協議する時間を確実

に設ける。また、リアルタイムで評価すること

は現実的に難しため、生徒が作成した後のデー

タなどを評価する形式をとる。その結果、適切

な評価をすることができるのではと考える。 


